






毎年、夏に国内外から参加者が京都芸術セン

ターに集い、約4週間に及ぶ伝統芸能のトレー

ニングを行うトラディショナル・シアター・トレーニング
（T.T.T.）。能・狂言・日本舞踊の3コースに分かれ、プロ

の講師による厳しい稽古を通じて演目の習得、そして

日本の伝統芸能の精神を学び、最終日には大江能楽

堂で発表会の舞台に立ちます。今年で32回目を迎え

るT.T.T.は、複数回参加する方が多いことも特徴の一

つです。昨年に続き今年も日本舞踊コースを受講する

トルコ出身のダンサー・振付師、アイダン・ターカー氏

にお話を伺いました。

─昨年、T.T.T.に参加して得られたもののうち、もっ
とも貴重なものは何でしたか。
アイダン・ターカー（以下AT）　それは、このユニークな

プログラムの一部になれたことです。私は幸いなこと

に（若柳）弥生先生から一人で舞う「八千代獅子」という

演目を習うことができました。永久の平和と世界の調和

への願いを表現するこの演目を体得したこと、T.T.T.参

加者として大江能楽堂で舞えたこと、それらがかけがえ

のない経験となりました。また、帰国後にトルコでこの

舞を披露できたことも同様にとても貴重なことです。

─T.T.T.の期間中、最も興味深かったことは何でしたか。
AT　トレーニング中の全てのことに歴史を感じ興味

が沸きましたが、能面や装束そのものと着付けのプロ

セスが特に興味深かったです。能のワークショップで

習った能装束や小道具の多さに驚きました。また、発

表会の日、弥生先生やお弟子さん方に着付けをして

いただいたときも何枚も衣装を重ね、花嫁の身支度を

しているように感じてとても面白い経験となりました。

─昨年のT.T.T.で忘れがたい思い出はありますか。
AT　一つ目は、日本舞踊コースの初日に、弥生先生

に舞踊を披露していただいたときのことです。弥生先

生の舞踊を初めて拝見し、その一連の所作にすっかり

魅了されました。この時の衝撃を忘れることはないと

思います。二つ目は、トレーニングの中盤、トルコに

いる母が転んで臀部を骨折し大掛かりな緊急手術を

することになったと知らせを受けたときのことです。母

を励ますためにすぐに帰るか稽古を続けるか葛藤が

ありました。幸いなことに、母の手術は成功し快方に

向かったため最後までトレーニングを続けることがで

きましたが、深く悩んでいた頃、なんと恥ずかしいこ

とに稽古の途中で扇を落として壊してしまいました。

─昨年に続き今年も受講しようと思ったのはなぜですか。
AT　昨年のトレーニングを終えた後、自身の体や心

に何か心地よい変化を感じました。この変化を深化さ

せるにはより多くの情報と時間が必要だと感じ、今年

もT.T.T.に参加し学びを継続しようと思いました。トル

コには日本の伝統芸能を学べるところがありません

し、ユニークなアプローチで学べるT.T.T.は私にとって

最善のプログラムだと思っています。

─最後に、あなたにとってT.T.T.とは？
AT　T.T.T.は、伝統芸能の稽古をすることで日本文化

の価値をより深く理解できる、貴重な機会を提供する

とてもユニークなプラットフォームだと思います。
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1984年に京都市立芸術大学の学生を中心に京都で

結成され、伝説的な存在として語られるアーティス

ト・グループのダムタイプ。その中心メンバーであった

故・古橋悌二の代表作であり遺作《LOVERS─永遠の恋

人たち》（1994）は、京都市立芸術大学の芸術資源研究セ

ンターで、高谷史郎を中心とするダムタイプメンバーの

協力のもと修復が進められていました。修復の完成を機

に、京都芸術センターと共同で本作をお披露目します。

ダムタイプは、様 な々専門分野を持つメンバーから構

成されており、ジャンルを固定しないボーダレスな活動

によって、日本の現代美術界の旗手として現在も精力

的に活動しています。

《LOVERS─永遠の恋人たち》は、パフォーマンス、舞

踊、音楽、映像、プログラミングなどが複合された作品

であり、この領域横断的な面にダムタイプとしての古橋

の存在が強く打ち出されています。本作品や期間中に

開催されるトークや映像上映会等を通してダムタイプが

現代に与えた影響を改めて捉え直し、今後のパフォーミ

ング・アーツへの新たな可能性を見出します。

LOVERS
KAC Performing Arts Program

古橋悌二《LOVERS―永遠の恋人たち》（1994）	©Canon	ARTLAB

トラディショナル・シアター・トレーニング2016
成果発表会
日時：	8月13日（土）	開場15:30	開演16:00
会場：	大江能楽堂（中京区）

出演：	T.T.T.2016参加者、T.T.T.2016講師
※入場無料・事前申込不要

2010年代の若手作家にとって、ダムタイプからの影響に無自覚なことも
多いのでは。関連企画も充実したこの機会に、90年代の独特な熱気に
身を投じてみませんか。

平野春菜（アートコーディネーター）

トラディショナル・シアター・トレーニング2016

芸の道は長いと言いますがT.T.T.も然り。伝統芸能の奥深さに魅了さ
れて集まった参加者はみな、自主練必須の集中トレーニングで芸の習
得に励み、T.T.T.終了後は経験を糧に個々のアーティスト活動や研究に
繋げていきます。伝統は受け継がれてこそ。まずは、最終日の発表会
をどうぞお楽しみに。 堀越芽生子（アートコーディネーター）

T.T.T.2015発表の様子　撮影：大島拓也

アイダン・ターカー （AYDAN TÜRKER）
ダンサー、振付師、インストラクター。トルコ出身。
トルコや米国各地で作品を発表。2003年よりト
ルコ国内の大学でダンスや動作に基づく「リリー
ス・テクニック」を教えている。2010年、京都芸術
センターのレジデント・アーティストに選出。2014年、墨絵を学び始め、
墨絵グループ「Rimpakai」のメンバーとしてイスタンブールや東京の展
覧会に出品。

PROFILE

KAC Performing Arts Program / LOVERS
日程：	7月9日（土）－7月24日（日）

［プログラム］

古橋悌二《LOVERSー永遠の恋人たち》展示
会期：	7月9日（土）－7月24日（日）10:00－20:00
	 	 ※7月14日－16日は祇園祭のため17:00閉館
会場：	講堂

ナイトパーティ
古橋悌二の誕生日に、ダムタイプゆかりのアー
ティストらによるパーティ！
日時：	7月13日（水）20:00－
会場：	METRO（左京区）
料金：	2,000円＋1ドリンク
出演アーティスト：OK	GIRLS[砂山典子・田中真由

美・薮内美佐子]	ほか

トークイベント
日時：	7月18日（月・祝）13:00－15:00
会場：	フリースペース
料金：	500円	※事前申込不要
出演：	阿部一直（山口情報芸術センターキュレーター

／アーティスティック・ディレクター）、石谷治寛
（京都市立芸術大学芸術資源研究センター研究員）、
石原友明（京都市立芸術大学芸術資源研究
センター所長）、住友文彦（アーツ前橋館長）、
高谷史郎（アーティスト／ダムタイプ）

ファシリテーター：建畠晢（京都芸術センター館長）

ダムタイプ作品上映会
日時：	7月18日（月・祝）、19日（火）16:30－22:00
会場：	METRO（左京区）
料金：1,000円＋1ドリンク
※入れ替えなし、入退場自由

プログラム
18日（月・祝）：《S/N》、《memorandum》、《pH》
19日（火）：《Voyage》、《OR》、《S/N》
※ゲストトークも予定しています

ご予約はticket@metro.ne.jpまで

※詳細はウェブサイトをご覧ください
※イベント情報（P2）もご覧ください

4

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　	……… 10:00－20:00

○カフェ	……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室	 ……………………………… 10:00－22:00
祇園祭のため、7月14日（木）から16日（土）は17:00閉館。

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　		twitter：@Kyoto_artcenter
　		http://www.facebook.com/kyotoartcenter
　		twitter：@Kyoto_artcenter


